
各自治体でご自由に

ご作成ください

本宮市も参加しています

※１検診項目は問診を含みます。肺・乳がん検診の問診では必ずしも医師が対面で聴取する必要はなく、自記式の質問用紙に記入することで問診の代わりとしてよいことになっています。

※２検査項目については、受診者がいずれか一方を選択します。

※３当分の間、胃エックス線検査については、40歳以上、１年に１回の実施も可とされています。

※４喀痰細胞診の対象は、50歳以上で、喫煙指数（１日本数×年数）が600以上の方です。

※５HPV検査単独法については、実施自治体が少ないため、記載を省略しています。

出典：厚生労働省「がん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」

厚生労働省「職域におけるがん検診に関するマニュアル」

本宮市

種 類 検査項目 ※1 対象年齢 受診間隔

胃がん検診 ※2 胃エックス線検査※3または胃内視鏡検査 50歳以上 2年に1回

大腸がん検診 便潜血検査（検便） 40歳以上 1年に1回

肺がん検診 胸部エックス線検査および喀痰細胞診※4 40歳以上 1年に1回

乳がん検診 マンモグラフィ 40歳以上 2年に1回

子宮頸がん検診※5 視診、子宮頸部の細胞診および内診 20歳以上 2年に1回

国が推奨するがん検診の種類
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